
  
 

 

令和５年１１月１日第１８号（保護者の皆様へ） 

 

気持ちを伝え、元気にする言葉 
人と人とのつながりにおいて、「そんな言い方をしなくてもいいのに・・・」と 

いうことは、我々大人だけでなく、子どもの世界にもあることです。直前まで仲

良くしていたのに、そのひと言で雰囲気が一変して、場合によっては、学校生活

のすべてがつまらなく思えてしまうことにもなります。 

その反対に、「ごめんね。」「ありがとう。」「がんばって。」などのひと言でとて

も温かい雰囲気が生まれ、やる気につながるということもあります。言葉を大切

にしながら、コミュニケーションをとることは、人と人との温かいつながりを生

み出します。このことは、学校生活においても、子どもたちにとって価値ある学

びだと思っています。 

言葉は言霊(ことだま)。言霊とは、「発した言葉に宿る摩訶不思議な力」のこと

で、昔は多くの人々が意識していた言葉の力です。普段使っている言葉が「人の

心にやさしく、元気にする言葉」なのか、「人を傷つけ、元気を失わせる言葉」な

のか、立ち止まって考えたいものです。 

温かい言葉があふれる場所でありますように。 

                                                      （校長 福井 明） 


